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 私は、「学校教育でもう少し男とか女と

か言わないでくれたらいいよね」という

話をします。なぜかというと、子どもた

ちから「男の子だから、女の子だから」

と自然に言葉に出てくるんです。でも、

これは学校教育だけじゃなくて家の教育

も関係してくるようです。すべてどこが

よいとか悪いとか言えないのですが、現

代社会は、特に人間関係の中でしか生き

ていけないということがあると思います。

私たちは物を作ると言いますが、物を作

るのは機械であって、人間が物と向き合

って物を作っていくということは、ほと

んどなくなってきていますよね。生活が

変化して独りで生きていけるということ

は、決して独りで生きているのではなく

て、いろいろな社会システムとかかわっ

て生きているのだ、とよく言います。例

えば、昨日弘前のホテルに泊まったので

すが、そこではベッドをつくらなくても

そのままで出てこれます。私は独りで生

きているけれど、それをやってくれる人

もいます。これも一つの人間関係ですよ

ね。目に見える人間関係と、目に見えな

い人間関係がありますが、目に見えない

人間関係はどうして楽かというと、多分

それはお金で片付けられる社会だからだ

と思います。家の中でごはんを食べよう

と思えば、「ありがとう」と言わなければ

いけない。外で食事をしたら「ありがと

う」とは言わないで、「食べてくださって

ありがとう」と言われるわけですね。そ

んなふうに、直接目に見える人間関係は

難しいけれど、直接目に見えない人間関

係が多くなり、それは決して心地よいも

のではないわけです。私は、心地よい人



間関係は、やはり生の人間関係で、お互

いにかかわり合いがあるということだと

思います。 

 資料 1．に国分康孝さんの「人間関係

の原理」を紹介しました。人間関係をつ

くっていくためには、「得体の知れない人

にならない」とはどういうことかという

と、何を考えているかやっぱりある程度

分かっていないと人間関係をつくれませ

ん。自分ばかり情報を持って、相手は情

報を持ってない、これもあまりよい人間

関係はできないです。得体の知れない人

というのは、お互いに何を考えているか

とか、どういうことが好きなのかとか、

わかる人間関係なんだろうと思うんです。 

二つめの「非言語的表現を使う」とは

何かというと、これはよい関係を作りた

いと思えばお花をあげたり、好きなお菓

子を持っていってあげたりすることが非

言語的表現であり、あるいは直接何かも

のを言うかわりに、別の言い方をすると

いうのもありますよね。例えば、しから

なければいけないところを、しかるだけ

ではなく褒められるところを見つけてと

か、直接しかる前や、しかった後「こん

なにいいところがあるよ」など皆さんや

ってらっしゃると思います。 

三つめの「自己イメージをポジティヴ

にする」は、「私なんか・・・」と言って

自分の事をすごく卑下する人と付き合っ

ていると、だんだん嫌になってきますよ

ね。日本はどちらかというと、付き合い

のときに自分を褒めてはいけないですよ

ね。「私はできません」と言わないと駄目

ですよね。私はすごく古い人で、ケネデ

ィ大統領が暗殺された時にアメリカの大

学にいたのですが、いろいろな人に紹介

される時「私は、あまり英語がしゃべれ

ないですけど」と言うと、「今しゃべって

いるからいいじゃない」と言われます。

また「私は、日本語しゃべれないけれど、

あなたはそれだけしゃべれるからいいわ

よ」とも言われました。私が、何回か「し

ゃべれない」と言っていると、本当にし

ゃべれないのかと思って付き合ってくれ

ない人も出てきます。 

一番、謙遜的な生き方というのはよく

ないなと思ったんですね。その当時日本

人は少なかったので、よくパーティーに

呼んでくれるのですが「私、行っていい

の」と、日本だったら言うじゃないです

か。そのように言っていたら、そのうち

誰も誘ってくれなくなったんですね。「ど

うして私を誘ってくれないのだろう」と

いうと、「だって、あなた、行きたいよう

に見えないから」と言われました。それ

は、すごくショックでした。行きたいか

らこそ、「私、行っていいの」と言ってい

たわけですよね。日本の文化だったら、

多分そのように言わなければいけないの

だろうけど、アメリカの文化だったら、

そう言ってはいけないのだなと思いまし

た。この辺のところも、自己イメージで

いくとやっぱり「駄目」とか「嫌」とか

「行っていいの」とかそのような態度は、

日本ではよいと言っているけれど、人と

仲良く付き合おうと思うと、あまりよく

ないですよね。 

四つめの「ギヴ・アンド・テイクがで

きる」も、もらったりするだけとか、あ



げているだけとかでは人間関係は成り立

たないですよね。ではギヴ・アンド・テ

イクで、これをもらったからすぐこれを

返すというと、またこれも成り立たない

ですよね。よく思うのが、私の姉は勤め

たこともなくずっと専業主婦をしている

のですが、何か人からいただくとすごく

真剣にお返しを考えるわけです。あきら

かに形だけでくださったものでも、一生

懸命時間を掛けてお返しを考えるんです

ね。でもよくよく考えてみると、私のア

メリカの友人のやり方ですが、これは本

当に心を込めて考えなければいけない人、

あるいは形式でやっていい人だとかそう

いう区分けの仕方をするんですね。その

友人に聞いて、おもしろいと思ったのは、

人間関係すべてうまくいくわけじゃない

から、この人とは本当に付き合いたいと

か、この人とはあまり合わないとかそう

いうのをつくってもいいんじゃないのか

ということです。けんかするとか、別れ

るのではなくて、人間関係というのは、

すごく濃厚に付き合いたい関係と、この

方とはこの形で付き合う、誰とでも同じ

ような人間関係をつくるのは難しいと言

われました。結局居心地のよい関係をつ

くろうと思ったら、誰とでも真剣に付き

合うことはできないですよね。やっぱり

そこで選択みたいのが出てくるわけです。 

五つめの「自分を知り、相手を知る」

ですが、濃厚な関係を作ろうと思ったら、

自分の事も相手の事も知っていなければ

いけない。人間関係すべて同じではなく

て、これは大事な関係、またこれはこの

部分だけの関係というように区別されて

おり、この関係の時には相手をどこまで

知ればよいか、というのが出てくるのだ

と思います。 

六つめの「役割（責任）を果たすと同

時に、感情交流ができる」とは、私一人

の人間を見ても、教師というのもあるし

地域の町内会会員とか、いろいろ役割を

持っているのですが、そういう時に、ど

の役割、地位を優先していくかとか、そ

ういう地位に要求されることは何だろう

かというのがありますよね。例として、

おもしろい離婚の判例を聞いたことがあ

ります。とてもよい旦那さんで、役割を

きちんとやってくれるそうなのですが、

奥さんが、今から外出しなければならな

くなり、旦那さんに「今日はどうも雨が

降りそうだけど、洗濯物を干していくか

ら、夕方になったら取り込んで下さい」

と、頼んだそうです。3 時頃に雨が降り

出し、もしかしたら、あの旦那のことだ

から洗濯物を取り込んでないかもしれな

いと思い、急いで帰って来たら、案の定、

洗濯物は取り込んでなかったそうです。

「あなた、どうして雨が降るかもしれな

いと言ったのに、洗濯物を取り込んでく

れなかったの」と言ったら、「雨が降るか



もしれないとは言ったけれど、雨が降っ

たら入れてくれとは言ってなかった。夕

方になったら入れてくれと言っていたか

ら、だから入れなかったんだ」と言われ

たそうです。そして、このようなことが

何回か続いて、とうとう奥さんが「離婚

してください」と言ったそうです。役割

はするけれど感情交流ができないのは、

相手を思いやるとか、周囲を見渡せる力

みたいな事も要求されているということ

だと思います。感情交流とは、やっぱり

仕事プラス何を考えるかということです。

私たちもそうですが、教師は何をやって

いるかというと、授業をするだけではな

く、学生がどう交流してくるかというの

があって、交流ということになるとやは

り教えるだけではなく、プラスアルファ

が出てきます。居心地いい人間関係は、

仕事だけだったらつくれないのではない

かと思います。 

七つめの「集団（組織）を成立させる

原則であるタテ関係のあることを忘れな

い」とは、いくら親しくてもやってよい

ことと、悪いことがあるということです。

それをはっきりさせておかないと、居心

地のいい人間関係はつくれないというこ

とだと思います。職場の中でそれぞれ役

割があり、その役割を越えてそれがなく

なっていく関係を作ってしまうと、やは

り駄目だというのがあります。これはア

メリカの大学に行っていた時に、私と 5

歳くらいしか離れていないカナダ人の女

の先生が、新しく大学教師として来まし

た。その方は、日本の滝を研究していて、

私によくしてくださいました。時々いろ

いろなところに連れて行っていただき、

先生の名前を普段は「ドクター・アンダ

ーソン」ではなく「カトリーヌ」と呼び

なさいと言われました。授業の時に「カ

トリーヌ」と言ったら、すごくしかられ

ました。そのころは、ファーストネーム

で先生のことを呼ぶという習慣がなく、

「私は、教師をやっているのだから、き

ちんとした名前で呼んでもらわなければ

困る」と言われました。親しくしている

からいいと思っていても、やる場所、や

らない場所をわきまえ、それがタテ関係

だと思います。 

八つめの「外見だけで判断しない」と

は、学生なんか見ていても同じような格

好をしている人が集まって、グループを

作っていますよね。例えば、いつもは短

いスカートをはいている人たちでも、教

育実習では短いスカートではなく、きち

んとズボンをはいて､動きやすい格好で

行っているわけですね。それ以来、私は

外見では判断しないようにしています。

外見で判断しないということも、すごく

重要な人間関係の要素になるのではない

でしょうか。 

九つめの「権限（行動の許容される範

囲）を知る」とは、例えば、いろいろな

家族のタイプを調べると二つタイプがあ

ります。一つは、息子夫婦の家に、おじ

いさんとおばあさんが来た場合と、もう

一つは、おじいさんとおばあさんの家に、

息子夫婦が来て一緒に住んだ場合があり

ます。これは、権限が違うということで

すね。息子夫婦の家に来た場合は、息子

夫婦に家の使い方など一応相談すべきで



すよね。一方、息子夫婦が親の家に入っ

たら、親が決定権を持っているわけです

よね。これも裁判の事例ですが、息子家

族の家に入ってきた親が、息子夫婦が出

かけている間に、友達を大勢呼んでドン

チャン騒ぎしたようです。もちろん裁判

例で出てくるわけですから極端な例です

が、その騒ぎで家の物を壊してしまいま

した。それに対して奥さんは怒ってしま

いましたが、親は「ここは、息子の家だ

からいいだろう」と言い、奥さんは「息

子の家かもしれないが、自分たちに断っ

てから友達を呼べばよかったじゃないで

すか」と言ったそうです。これが、権限

という問題にかかわってくるわけですね。 

居心地のいい人間関係を持つほど、す

ごくストレスの少ない生活ですが、居心

地のいい関係が持てなくても、人間は自

分の人生ですから、他のところで見つけ

るようにすればいいわけです。人間関係

がすべてではないですが、現代社会とは

どう居心地のいい関係をつくっていくか

ということが、ストレスの少ない社会、

生き方ができるというように考えます。

いろいろな例を言ってきましたが、居心

地のいい人間関係は、結局自分がつくっ

ていかざるをえないでしょう。以前は、

例えば、高い地位の人が言っていること

に従うことが居心地のいい関係でした。

社長が言っているのだから、本当はいろ

いろ文句などがあっても、社長の居心地

のいいようにしていました。その時代は

枠組みがあって、自分がどういう枠組み

の中にいるかにより、行動や人間関係が

決まってきたわけです。主従関係、男だ

ったらこうするべき、女だったらこうす

るべき、社長だったら、事務員だったら

などの枠組みでやってきました。この枠

がいろいろな意味で問題になってきてい

るわけですね。その中で、基本的に一番

多く出てきている、男だから女だからと

いう枠組みが、今の社会に合わないとい

うのが出てきました。昔の居心地のいい

人間関係は、上になればなるほど居心地

のいい関係ができるわけですよね。「社長

がそのように言っているのだから、言う

ことを聞きましょう」や「校長先生が言

っているのだから、おかしくても従わざ

るを得ない」と言うかも知れません。校

長先生はすごく居心地がいいですよね。

でも、下の人はとてもじゃないですがや

り切れません。しかし、校長先生に「こ

ういうのは、おかしいのではないですか」

と言える感じがあれば、すごく気が楽で

すよね。地位という枠組みがあり、言わ

れた通りするしかないということが、今、

社会で揺れ動いているのだろうと思いま

す。 

例えば、内部告発も同じで、「この会社

の社員だから内部告発なんておかしいじ

ゃないか」と言っても、自分にとってよ

いのか悪いのかを言うようになる。今ま

で内部告発をしたら、絶対にその会社で

偉くなれないというのがありました。し

かし、最近富山で内部告発をした人が裁

判をした結果勝ち、ずっと倉庫番などを

させられていましたが、きちんと補償金

をもらったというのがありました。今、

枠組みが崩れかかっているのだろうと思

います。その典型的なものが、男だから



女だからという枠組みなのだと思うので

す。 

資料 2 のいろいろな言葉をみていただ

きたいと思います。現代社会は、個人が

優先される社会になってきました。枠組

みではなくて、個が優先される社会にな

ってきたということだと思います。例え

ば、少子化とよく言われますが、「今、女

の人がわがままになり、子どもを産みた

がらない」と言う人がいます。しかし、

子どもを産むということは、すごく大変

なことですよね。10 か月間、身体も行動

も制限されるわけですよね。そして生ま

れてからも、身体が戻らない人もいます

よね。ましてや、子どもを産むことがど

れくらい社会的な評価を得るかというと、

それほどでもないですよね。私の友人は、

私よりよほど優秀でしたが、専業主婦を

していて、子どもに「どうして澤井さん

はこうやっているのに、ママはやらない

の」と、小さい時よく言われたと言って

いました。社会的な地位として評価され

るとしたら、子どもを持つということが

必ずしも地位と結びついていないわけで

すよね。今の社会、「あの人はお母さんだ

から、働いている女性よりいい」という

評価は無いですよね。今の評価の仕方を

変えなければ、子どもをどんどん産みた

いという考えは、出てきませんよね。 

晩婚化というのもそうです。結婚をし

てしまうと、職場でも働いて家のことも

するとなると、どうしても女性のほうに

負担がかかってきて、思うように仕事が

できない。そうなると仕事ができる、で

きないの差が出てきます。だったら、仕

事を覚えたほうがいいというようになり、

必然的に晩婚化になっていく。そこで何

がおかしいかというと、女だから家の仕

事をするという枠組みがあるからですよ

ね。実は大分前に、小学校の女子教員に

「家事労働の分担」というアンケートを

しました。そして核家族というのを 1 つ

のグループにし、新婚期や子どもの数、

子どもが幼稚園以下等にわけてみました。

すると、夫の職業が何であろうと、一応

きちんと夫も家事を手伝っているわけで

す。これはもう、実際にそうせざるを得

ないからだと思います。しかし、子ども

が中学生くらいになってくると、夫が手

伝っているかいないかに違いが出てくる

わけです。夫が手伝っている人は、妻も

働いているのだから、自分も分担できる

ところは分担しようというように、家事

に対して革新的な考えを持っている人で

す。一方、子どもの手がかからなくなる

と家事をやらなくなる人は、伝統的な考

えの人です。今は、伝統的な考えを持っ

ていてもそれには関係なく、妻が要求す

れば、夫がやるというようになっていま

す。その辺りも個人がどう思うかという

のが、すごく色濃く出てきています。 



資料 2 を見ていきますと、選択縁とい

うのがあります。これは何かというと、

血縁はわかりますよね。地縁も分かりま

すよね。地縁とは、町内会の人全員と付

き合う、という意味です。すごく悪い言

葉で言えば、これまでいろいろな離婚の

判例をみていると、男性は親の方を取っ

たという時代から、自分の妻の方を取る

時代になってきました。これも 1 つの選

択縁ですよね。歳をとった方から言わせ

ると「今の男はだらしなくなった。自分

の妻もコントロールできない」と言いま

す。そうではないですよね。夫がどっち

を取ったかという選択をしたわけです。

選択縁をするのでも、自分の判断が必要

になるわけですよね。もし、男だからこ

うしなければいけない、女だからこうし

なければいけないという枠があったら、

とても選択ということはありえないです

よね。現代社会というのは、個人が優先

されているということです。 

もう一つ、個人が優先されているから

こそ、自分がどう考えているかというこ

とがすごく重要になってくるわけですよ

ね。自分がどのように考えるかというこ

とができるから、判断ができるわけです

よね。もう一ついえば、女だからという

ことに納得していれば、女だからという

ジャッジを持って選択してもいいわけで

すよね。 

ライフスタイルの創造というのが最近

言われるようになりました。では、昔は

ライフスタイルが無かったのかというと、

昔だってあったわけですよね。私などの

時代は、専業主婦というのが女の人のラ

イフスタイルでした。それは、与えられ

るライフスタイルでした。男の人は、家

事などはやらないというのがライフスタ

イルでした。今、言われているライフス

タイルの創造とは、自分らしくというこ

とで、自分がどういう生き方をするかを

選べる時代になったから、ライフスタイ

ルという言葉が出てくるわけですよね。

ライフスタイルとは生き方ですから、女

の人は結婚して子どもを産まないと駄目

だというのも、一つのライフスタイルだ

ったわけですよね。今言っているのは、

自分がどうしたいかを選べるということ

です。 

これらを見ても分かりますように、個

人が優先される時代だから、子どもの権

利条約などもあるわけです。よく、子ど

もの権利条約とは何ですかと聞かれます

が、親が子どもを勘当することは昔から

あるが、今の時代、子どもが親を勘当で

きる時代であり、これが子どもの権利条

約を表しています。昔は尊属殺人という

のがあり、自分より上の人を殺した場合

の罪と、自分より下の人を殺した場合の

罪、要するに、親を殺した場合と子ども

を殺した場合の、罪の重さが違います。



今、そのようなことは無くなりましたよ

ね。新聞などを見ていてもありませんよ

ね。ということは、年齢だとか男だとか

女だとかではなくて、選ばれている。こ

れが子どもの権利条約です。世の中は、

よいとか悪いではなく個人を優先し、個

人を優先しても私たちが生きていける社

会になってしまいました。 

例えば、「ご飯なんか作りたくない」と

言っても、昔は誰かがごはんを作ってく

れなければ、食べられませんでした。今

は、外に行ってお金で買って来ることが

できるようになり、こういう個人が優先

される時代になってきたから、枠組みも、

自分が納得した枠組みならいいけれど、

他の人に与えられる枠組みは嫌だという

ことですね。これが、自分らしくという

ことです。他の人に与えられたのではな

く、自分で決めていくということですね。

昔は、生活分業というのがなければ生活

できなかったと思います。原則として、

家でしかご飯を食べられない。そうした

ら、朝から晩までご飯を作ってもらわな

ければ困るわけですよね。ましてや、ス

イッチをポンではないわけですから。ご

飯を炊くのでも最初から薪でやるとか、

ガスになったとしてもお釜のフタを開け

たり閉めたり、火を細めたりだとかいろ

いろ工夫しなければいけない。今はそん

なことは、全く関係なくなりましたよね。

結果しか出てこないわけですから。その

時代、洋服もそうだし、あるいはお布団

を作るというのも、他から買ってこれな

ければ、全部自分でやらなければいけな

かった。また、家でやらなければいけな

い時代。それは、誰かが専属でやった方

がいいわけですよね。女だったら全部や

れたかというと、そうではなくて、お手

伝いさんがいる人はやってないわけです。

お弁当などもそうですよね。ある人はお

手伝いさんが、お昼ご飯になるとお弁当

を届けてくれた。大学は日本女子大学の

家政学部に行っていたけれど、ご飯は作

ってないわけですよね。それはいくら家

政をやっても、女性であっても、そうい

う仕事をやらなくて済んだ人だからです。

そういう人達は、自分の仕事がないから

おかしいということに気が付いたのでは

ないでしょうか。しかし、朝から晩まで

そのようにやらなければ、食べていけな

い。男の人も、一生懸命働かなくては、

両方、力を合わせてやらなければ食べて

いけない、生きていけない時代。このこ

とを考えてみれば、男女平等とか誰も思

わないのではないでしょうか。中世の人

でも明治の人でも全然言ってないわけで、

私の父や母も全然そのように思わなかっ

たと思います。女の人が台所をやるのは、

当たり前だと思っていたところがあるの

ではないですか。男女平等になるかもし

れない社会は、そのようになっていない。

システムと現実とが合わなかった時代が、

私なんかの時代だったわけです。今、シ

ステムもそのようになってきているから、

八戸の男女共同参画基本条例、あるいは

政府の中にも男女共同参画局などもでき

ています。システムはできてきたけれど

意識が変わっていなくて、枠を与えてい

く。このことが出てきているのだと思い

ます。そうなってくると、男だからとか



女だからではなくて、自立というのが要

求されてくるということです。 

資料 3 に、自立ということで五つ挙げ

ました。1 番の「精神的自立」とは、自

分で考えることですよね。これは、長い

間、男性がやってきたことなのです。ど

ういうことかというと、戸主権がある。

男性の戸主が、家族がどこに住むかとか、

何の職業につくか、誰と結婚するかとか

全部決めてきたわけですね。精神的な自

立を、女性の代わりに男性がやってきた。

男性でも家父長という人がやってきた、

ということですよね。でも今、恋愛結婚

が増えたということは、女性も精神的自

立が求められるということですよね。選

択ができるようになったということは、

自分で考えなければいけないということ

です。ですから、他の人の責任にできな

い時代になってきたということです。 

2 番の「自事的・生活的自立」は、長

い間女性に要求されてきたことです。そ

れは、家事や裁縫ができるようになると

いうことです。自事とは自分の事をやる

ことで、家事とは他の人のためにやるこ

とです。自事は、自分で食べたり寝たり

できることであり、これができれば、必

然的に家事ができるわけですよね。この

時にいつも言うのですが、自事には「さ・

し・す・せ・そ」があります。「さ」は裁

縫で、縫うという意味ではなく、ボタン

が取れたら付けられるということです。

「す」は炊事で、食べられるということ

です。「せ」は洗濯、「そ」は掃除です。

「し」は長いこと「しつけ」と言われて

いました。この「さ・し・す・せ・そ」

で女の仕事と言われていました。家政学

部などは、衣服学科、食物学科、住居学

科そして児童学科があります。私は、最

初文教育学部でしたが、途中で中退し、

アメリカの大学に行き、たまたま大学の

友達が家政をやっており、その友達と仲

良くなりやりましたが、これらは女の仕

事とされていたことです。 

でも、ほかは物ですが「しつけ」は人

ですよね。物で自立を考えていくと、「し」

は何が入るかというと、ショッピングを

入れたいですね。ショッピングは、誰に

でもできるわけですね。どういうことか

というと、ボタン付けが面倒ならボタン

の無いものを買ってくればいい。あるい

は炊事もそうです。昨日秋田の雄勝町の

生活科の臨時講習をやっていたのですが、

そこのスーパーはすごくおもしろいです。

お総菜の焼き魚が 5 切れや 6 切れ、7 切

れと売られていたのです。秋田市などは、

1 切れや 2 切れで多くて 4 切れぐらいで

す。国勢調査で雄勝町の家族形態をみる

と、3 世代が多いのです。そうすると、

お総菜を買うとき 4 切れを 2 つ買うより

も、6 切れや 7 切れを 1 つ買う方がいい

わけですよね。雄勝町などは、もしかし

たら炊事はやらなくてもいいのかもしれ

ませんね。どう買うかということが重要

ですよね。それから、洗濯もそうです。

私はホテルに 2 週間くらい泊まったりす

るのですが、みなさん、今度ホテルに泊

まったときにクリーニングの用紙を見て

みてください。今は、下着も洗濯に出せ

るのです。最近になって、下着まで洗っ

てくれるということを知りました。昔な



ら下着は恥ずかしいから、自分で洗って

という感じだったと思いますが、最近は

無くなったんだなと思いました。これも、

お金でできるわけですね。ショッピング

にかかってくるわけですよね。選択にな

るわけです。 

掃除もそうですね。1 年に 1 回ダスキ

ンにやってもらうと、隅々まで全部きれ

いにしてくれます。莫大（ばくだい）な

お金がかかりますが、電気も全部はずし

てやってくれますし、おふろもやっても

らうといいですよ。最初、私は掃除があ

まり好きではないので、ダスキンにお願

いした時に、「家の仕事をお金でやると

は」と上の先生にすごく怒られました。

でも「嫌なことをやらないで、お金で済

むのならばいいのではないですか」と言

ったら、「お金を無駄遣いするな」と言わ

れました。しかし、これは個人金銭だか

ら昔ならばお金が大事だっただろうけど、

自分でお金を払う方が、嫌だ嫌だと思っ

て掃除するよりいいからやっていい社会

だと思います。 

これらのショッピングが、今、すごく

重要になってきています。自事的の「自

事」とは、このことを言っているわけで

すね。ですから、生活的では、ごはんを

食べたりなどありますが、基本はどうシ

ョッピングするか、どうお金を使ってい

くか、これが自事的なものになるのです。 

3 番の「経済的自立」は、男性に要求

されてきたものです。だから、女性は早

期退職しなければいけない、あるいは働

くなとかあったわけですよね。私たちの

時代は、4 年制の大学を出たときに、専

門職は別ですが普通の会社に勤めようと

すると、4 年制大学を出ていても高卒と

同じだったのです。例えば、高卒で入社

して初任給が 3 万円だったら、大卒は 4

年間働いた分の昇給を加えて 3 万 4 千円

になりますが高卒の資格なのです。これ

は、女性は働かないと言うことを意味し

ています。だから、女性が外で働くのは

社会勉強と言われました。あの年代は、

経済的自立は男性に求められ、女性には

求められませんでした。 

4 番の「社会的・市民的自立」は、一

番典型的に出てくるのが、投票とかです

ね。皆さん、PTA の会長さんは女性が多

いですか、男性が多いですか？学校の保

護者会に出てくるのは、男性が多いです

か、女性が多いですか？矛盾していると

思いませんか。この「社会的・市民的自

立」は、男性に求められていたというこ

とですね。投票権も男性にしか無かった

ということです。もう 1 つあります。人

間は子どものころ、誰かに依存しなけれ

ば生きていけない。依存しなければ生き

ていけないからこそ、虐待されても小さ

な子どもは黙っている。自分を愛してく

れるから、親がやっているのかもしれな



いと。ご存じだと思いますが、アメリカ

のマズローという心理学者が欲求段階説

というのをあげています。欲求段階説を

ピラミッド型にたとえ、1 番上が高次の

欲求で、1 番下が低次の欲求だと言って

います。これを 5 段階に分けて、1 番下

の欲求が生理的欲求です。人間の生理的

な部分で、お腹が空いたら食べる、眠く

なったら寝るなど、いわゆる生存を可能

にしていく欲求ですね。その上が、安定

と安心の欲求です。今たくさん食べなけ

ればいけないのではなく、いつもいつも

食べたい時に食べられるように、眠りた

い時に眠れるように、あるいは決められ

た時間にできるというのが、安定安心の

欲求です。そしてこの上に、所属と愛の

欲求があります。所属とは、どこに属し

ているか。愛というのは、目にかけられ

ている。よく、生理的欲求を考えてみれ

ばわかりますが、澤井の家の子どもだと

いうのがあればこそ、安全な食事を与え

ていく。これが、まず何でもいいから安

全な物を食べて、所属と愛があるという

のが人間として生きていくという欲求の

最低条件で、欠乏欲求と言います｡これが

欠乏すると、なかなか人間は生きにくい

です｡だから、例えば虐待されている子ど

もは、所属があるから食べていける｡所属

があれば、今は食べさせてくれないけど、

あとで食べさせてくれるというのがあり

ます｡実は、この欠乏欲求というのは 3 番

目に上がってきますが、これを求めて虐

待を受け入れてしまう｡この上に、承認の

欲求があります。どんな時も、一人一役

を与えるというのは、実はこの承認です｡

最後に自己実現があります。 

実は、小さな子どもに所属を与え､愛を

与えるということも、大人にとっては社

会的・市民的自立として要求されている

ことだと思います｡最初、社会的・市民的

自立とは、過去において男の人に求めら

れていました｡だから長になるのは男が

多いと言いましたが、もう 1 つ大事な事

は男と女の関係だけではなく、小さな子

どもに対しての責任というのがあると思

います｡それは、マズローの欲求段階説で

いけば、所属がはっきりしているからこ

そ家に帰ってきてほっとしたり、所属が

はっきりしているからこそ食べられたり

というのがあるわけです｡虐待を受けて

も我慢するというのは、これらを外で済

ませてきたらもらえないのではないかと

いうのがあるからです｡このようになっ

てくると、小さな子どもに対して、ある

いは老人に対して、身体障害者に対して

手助けをするということは、完全に社会

的・市民的自立として重要なことだと思

います｡ですから、家族だから当たり前だ

という時代から、先ほど選択縁というの

が出てきましたが、家族がそれほど安泰

ではないという時代になってきています｡

依存しなければ生きていけない子どもや

依存しなければ生きていけない障害者だ

とかそういう人たちにとって必ずしも安

全な所ではなくなってきているというこ

とです。その中心人物である男とか女と

かではなく、成人している大人に責任が

あります｡ 

5 番の「性的自立」があります｡これは、

よく言われる「産む権利、産まない権利」



にかかわってきます。「嫌い嫌いも好きな

うち」というのがありますし、男女の性

関係を受けるとき、女性は積極的に受け

るのは良くないと言われ、女性は嫌と言

わなければいけない｡これは日本だけで

はなく、アメリカもそうです｡女の人が

「ＮＯ」と言っても、それを聞かないで

迫っていくことが男性らしいということ

が、アメリカなどでも平気で言われてい

ました｡しかし「そうではない、嫌は嫌な

のだ」と、はっきり女の人が言う｡反対に

男性も言う｡この性的自立は、セクハラと

ものすごくかかわっていきます｡ 

セクハラのハラスメントというのは、

「嫌だ」というのをしつこく追うことで

す｡例えば大きな子が小さな子に「嫌だ」

というのにどこまでも追いかけていく。

あるいはブランコに乗って「怖い、もう

やめて」というのにしつこく押したりし

ているのをよく見ますよね｡あれがハラ

スメントです｡「嫌だ」と言ったら、やめ

ればいいわけですよね｡セクハラは、セク

シャルなハラスメントですが、パワハラ

もあります｡パワハラとは、権力を持って

嫌がることをすることです｡セクハラは、

嫌だということに対してやり続けること

であり、イヤだということから手を引け

ばいいわけですよね。 

いろいろな所でセクハラの話を聞きま

すが、「先生、セクハラは女のわがままじ

ゃないですか｡同じことをしても、こちら

の人はよくて、こちらの人は悪いという

じゃないですか」と、言われたことがあ

ります｡それは、やる方から見ているので

しょう｡やられる方から見る時代になり

ました｡同じことをしても、「NO」と言わ

れたら手を引けばいいのです｡売春業も

「売春」から「買春」といわれるように

なりました｡「売春」のときは、女の人が

罰せられましたが、今、買う方が、男の

人が罰せられるようになりました｡これ

も、男女で性的自立が、女の人に認めら

れるようになってきたからです｡この性

的自立も新しい局面、個人を大事にする

という局面が出ているわけです｡ 

「今の社会、個人が大切になった」と

言いましたが、「今の男女平等は人権問題

ではなくて、女の仕事が無くなったとい

うことである｡女でしかできない仕事が

無くなった」と言っています｡私は、主婦

専業と専業主婦というのがあると思って

います。この専業で主婦をしている人に

は、働きたいのだけれど事情があって働

けない人と、最初からお金を稼ぐのでは

なくて家にいたい人と、2 つタイプがあ

ります｡私が言う主婦専業というのは、自

分から主婦という仕事を選んだ人です｡

本当は働きたいのだけれど、する仕事が

無いからやむを得ず主婦をしている人が、

ごちゃ混ぜになっています。主婦専業の

人は、主婦をやったらいいわけです｡自分

はこの仕事をするというのを決めてやっ

ているわけですから｡でも、今、主婦専業

がいなくても生きていける時代になって

います｡単身者が増えたというのはこの

ことですね｡男の人だって、独りでも生き

ていける、女の人だって、職業を持てれ

ば独りでも生きていけるようになりまし

た｡これは、女の人の仕事が無くなったと

いうことです｡でも、子どもはこれができ



ません｡高齢者もできないのです｡ 

皆さんの中にも結婚するときに「ベタ

ーハーフ」と言われた方と、「パートナー」

と言われた方がいらっしゃると思います｡

「ベターハーフ」とは、お金を稼ぐこと

しかできない人と家の仕事しかできない

人とかが一緒になって一人前になるとい

うことです｡でも今は、死語になっており

ます。以前、県庁の人と結婚した教え子

がいました｡新郎の上司が、「大変重要な

ポストにいるから、内助の功を発揮して、

花婿が仕事をできるようにしてあげなさ

い」と言っていたので、私は「県庁の仕

事と、子どもを育てる仕事と、どっちが

秋田県にとって重要かといえば、多分子

どもを育てる方じゃないですか」と言い

ました｡そういうことを平気で言える時

代から、「パートナー」としてお互いに助

け合ってという時代になってきました｡

成人だったら独りで生きていけるが、二

人で生きていく方が独りで生きていくよ

り､よりよい関係ができる、よりよい生き

方ができるという考えに変わってきてい

ます｡私の時代は、結婚しなければ一人前

ではなかったですが、一人前は卒業して

仕事をするようになればなれますが、結

婚というのは、より良い生活が出来るよ

うに､より良いライフスタイルというこ

とになっているように思います｡ 

今の時代､男女平等を言わなければい

けない。というのは､生活の中に女性がし

なければいけない仕事が無くなってきま

した｡男性は､昔から経済的自立と言われ

てきました。働き方は違うけれど生きて

いくのに必要なものを稼いでくることは､

昔から変わっていません｡ところが、女性

は、というと、生きていくために必要な、

稼いできたものを使って､生きていける

ようにするという仕事が、その部分が社

会化され､そこに､男女平等だとか男女共

生というのが出てくるわけですね｡ 

先ほども言いましたが､中世の時代と

いうのは､女性がやらざるを得なかった

から誰も男女不平等とは思いませんでし

た｡それが､女性の仕事が無くなって男性

の中に入っていったときに､排除される

ことで不平等が出てきました｡実は､男性

だって不平等を受けているわけです｡男

性はお金を稼がなければ男じゃないなん

て言われたら､これはすごい不平等です

よね｡今は､男性が台所仕事をするという

ことはよくなりましたが､どこか女性的

なことをやっているとおかしいとか言わ

れたりします｡これも､男女不平等ですよ

ね｡ 

よく私は､人工子宮機ができたらどう

なるのだろうと考えます。人工子宮機が

できたら、多分人間ではなくなるのでは

ないかと思います｡しかし､現在人工子宮

機とは言わないけれど､自分で産まなく

ても自分の子どもが産まれるわけです。

だいぶ変わってきた時代において､これ

までの男らしさとか女らしさというのは

どうなのでしょうか｡そういう枠組みで

決めていいのでしょうか｡これが､「ジェ

ンダー」問題です｡男が女になるとか､女

が男になるのではなくて､自分らしくな

んですね｡これまでは､男らしい､女らし

いという枠組みで決められていた｡そう

ではなくて､自分がどうしたいか､これが



心地よい人間関係をつくるということに

もなり､その為には男とか女とかの枠組

みを与えないということになるのだと思

います｡ 

半年くらい前に､「男女平等なら男と女

と､公衆トイレ一緒でもいいのではない

か」という質問を受けました｡ちょっと違

う問題ではないでしょうか。人間の性と

はおもしろくて､性行動の「セックス的な

こと」と､ジェンダーの「～らしさみたい

なこと」があり､これを一緒にしてしまう

というのがあります｡ここで言っている

男女平等とは､男と女が一緒になるので

はなくて､枠組みを与えないということ

です。男だからこう､女だからこうではな

いのです｡男だから女だからというジェ

ンダーの枠組みを与えない｡ジェンダー

というのは社会がつくったものであり､

心理的につくられたもの､文化がつくっ

てきたものだからです｡人間がつくって

きたものなら､人間が時代に合うように

変えられるという考えがあります。だか

ら､男女の性別分業が言動的に悪いと言

うけれど､今の時代に合わないのであっ

て､昔の時代には人間が生きていく適切

な方法だったわけです｡今の時代に､伝統

的な生活分業が適切ではないのではない

かというのが､ジェンダーの考えです｡ 

ただ､難しい問題があります｡昔は､人

が生まれたとき男か女かというのを､立

ち会った人が決めて登録して､男あるい

は､女として生きてきたわけです｡しかし、

この性別的な上に自分がどう思うかとい

うのが出てきました｡だから､生物学的に

は男であっても､気持ち的には女､生物学

的には女であっても､気持ち的には男と

いうのが出てきたわけです。こういう人

たちが気持ち的に女だと言っていたとす

ると､伝統的なジェンダーの女を思うわ

けです｡例えば「おすぎ､ピーコ」は､男の

ままですが気持ち的には女なのでしょう

ね｡テレビを見ていると､伝統的に女性の

行動と言われた事をしています｡今､その

ような行動をとる女性がいるでしょうか｡

それから､おすぎとピーコのトーク番組

を見ていると､伝統的に女性の仕事だと

言われていた料理の作り方の話が出てき

ますよね｡あれも､伝統的に女性は料理が

上手だということなっているんですね｡

反対に､女性から男性になった人は､例え

ば歩き方も男性のような歩き方をすると

言います。この辺のところから､すごく混

乱し、自分がこちらの性だと決められ､

それが反対の性だと分かってきたときに､

男とか女が伝統的な男らしさとか女らし

さにつながっていくのではないでしょう

か｡芸能人の「ピーター」は､どっちなの

だろうと思うのですが､きっとどちらも

自分らしいのでしょうね｡男の格好をす

るときは「池畑慎之介」と言いますが､

女性の格好をするときは「ピーター」と



言い､絶対に「池畑」とは言いませんよね｡

あれをみると､あの人はジェンダーを変

えているのではなくて､もしかしたら演

技を楽しんでいるのかもしれませんね｡

「美川憲一」は､着ているものが女性的だ

と言われているだけで､言葉や人に対す

る厳しさなどを見ていると、本質的には

男なのではないでしょうか｡これまで女

性が好きだと言われていた宝石をしたり

していますが､話をしていくと､決してこ

れまで言われている女性のようにはなっ

ていないと思います｡あれは､自分らしい

のではないかと思います｡着ているもの

や､付けているものはどうみても伝統的

な女性ですが､しゃべり方とかはこれま

で言われていたジェンダーの男ですよね｡

もしかしたら､自分らしい生き方なのか

もしれません｡一方､「カルーセル麻紀」

は､戸籍も変えて女性になりましたが､行

動をみると悔しいとき「ばかやろう､てめ

ー」と言って男っぽくしています｡多分､

あの人も自分らしいのでしょう｡私たち

は､「カルーセル麻紀」を見て女になった

と思うけど､本当の女になっているかと

いうとそうではなく､また本当の女とは､

昔から言われているジェンダーではない

と思っています｡ただ外見からすると伝

統的な女になっているのでないでしょう

か｡ 

今､男性と女性の着ているものが一緒

だと言われています。現在小泉首相がク

ールビズをやっていますが､あれがもっ

と進んで男性からネクタイが無くなった

らどう変わるのか｡女性がズボンを履く

ということは､抵抗無く受け入れられま

したよね｡私は男性の先生と仲人をやっ

たことがあります｡その先生が仲人の最

初の言葉で「私たちは事実婚をしている

わけでもありませんし､別姓を名乗って

いるわけでもありません・・・・」とい

うのから始まりました。なぜ､別姓の方が

よいかというと､女性が名前を変えると

それまでの女性の仕事が抹殺されるから

というのがあるからですね｡私は､その結

婚式でズボンをはいていきたいと思い、

先生やお嫁さんの家の方に相談しました｡

そのとき､お婆さまがいらして「今の女の

人は､ズボンをはいていても正式な服装

になります」と言われました｡女性がズボ

ンをはくことは､認められていて､冠婚葬

祭でもはけるようになりました｡しかし､

男性はスカートをはけないようです｡で

も､まずネクタイがとれて､ネクタイをし

ないことが当然というようになっていく

と､スカートをはく人が出てくるかもし

れませんよね｡ 

ここで､なぜ女性が男性の格好をして

も中断されないで､男性が女性の格好を

すると中断されるのか｡なぜ､男性が妻の

名字を名乗ると少し下にみられて､女性

が夫の名字を名乗ると何も言われないの

か｡女性が男の格好をすること､男性と同

じように社会的に活躍することはよいと

言われるけれど、家の中に男性が主夫専

業になるとおかしいと言われる｡これら

も､男女平等の視点から考えるとおかし

いのではないでしょうか｡フランスの小

学校の先生が言っていましたが､クラス

に算数ができない男の子と女の子がいる

とします｡最初に､二人に一生懸命算数を



教えると､どちらがあきせめるのが早い

かというと､女の子に教えることをあき

らめるのが早いそうです｡男の子には､な

かなか諦めきれない｡文学部というと女

性が多く男性はあまり行かないとか､工

学部はほとんど男性です｡これは､私たち

が当然のことと思っていますが､実は男

の子､女の子と枠組みで考えているから

です｡ 

男と女ということを考えていくときに

「そんなことを言っても､男の子と女の

子を比べれば､男の子の方は力が強く､女

の子は力がない」というのが出てきます｡

確かに平均的に見ると男性の方が手も大

きく力もある｡しかし､平均というのは､

いるようでいないということです｡現代

社会の考えでいくと､個々で見ると力の

強い女の子もいれば力の弱い男の子もい

て､いろいろあります｡平均で見る見方か

ら､一人一人を見ていく見方をしていか

なければいけない｡そのときに､資料にあ

る「イコールティ､イクウィティ」の考え

があります｡「イコール」というのは､量

的に平等なのだと思います｡100 ならば

100 という考え方です｡この「イコールテ

ィ」の考え方でいくと､男女は差別が出て

くるのは当然だと思います｡しかし「イク

ウィティ」は､公正さや公平性という､質

の違うものをどう比べていくかというこ

とだと思います｡この考え方を持ってい

かないと､男女平等教育だとか男女平等

と い う こ と に は な ら な い の で す ｡ま た

個々で見る､枠組みでみないということ

は､「イコールティ」の見方ではなく「イ

クウィティ」の質の違いで見るのだとい

うことだと思います｡ 

資料 4 の②「男女別の生き方」とは､

これまでの伝統的な生活分業によってい

わゆる伝統的なジェンダーと言われる生

き方でした｡今､ジェンダーフリーと呼ば

れているのは､男とか女の枠組みを与え

ないで個人､自分らしく見ていこうとす

る意識です｡現在､「ノーマライゼーショ

ン」や「バリアーフリー」は障害者に言

われていますが､障害者は､社会や家の外

になかなか出ることができませんでした｡

障害者も外に出て行けるように､まちづ

くりを考えましょうと､やっているわけ

ですね｡ 

皆さん､新幹線に乗って東京駅に着く

と､ホームはバリアーフリーになってい

ないじゃないと､ノーマライゼーション

の考えになっていないじゃないと思いま

せんか｡実は､障害者の為のバリアーフリ

ーは､ホーム内のずっと遠くにあり､たし

かにスロープにはなっていますがそんな

に簡単にはいかないわけです｡秋田にも

ありましたが､車いすでホームに降りよ

うとしたらバリアーフリーのあるずっと

遠くまで行かなければいけないので､す

ごく時間がかかっていたわけです｡ 

男女平等も同じで、男女平等と口では

言っていますが､実は細かいところをみ

ると平等には見えるけれど平等の心が入

っていないのではないかと思います｡バ

リアーフリーもどうして真ん中に置かな

いのと思うわけです｡それは､一応バリア

ーフリーという形を作ったけれど､本当

に障害者が行きやすいようになっている

か｡必ずしもそうではないです｡男女平等



も､進んではいるけれど､形やシステムが

あるだけで日ごろの生活の中ではまだま

だ進んでいないのではないかと思います｡

私たちの心の中にある､ずっと育てられ

てきたものというのは､どんなに努力し

ても出てきてしまいます｡しかし､それが

あるということを気がついた上で枠組み

を与えないようにするという努力はでき

るのではないでしょうか｡私は今の､ジェ

ンダー問題で､どうも誤解があるように

思います｡ジェンダーを､全部壊せと言っ

ているように､聞こえます｡女だからこう

ではなく「私はこうしたいということが､

優先されるようにしよう」ということを､

ジェンダーで言っているのだと思いま

す｡ 

ノルウェーでは､男女で 12 か月育児休

暇がありますが、女性が全部取ってはい

けないそうです｡男性も必ず取らなけれ

ばいけない｡男性が 10 か月取ったら､女

性は 2 か月｡もし､女性が取らないとする

と､10 か月にされてしまいます｡今､日本

だと育児休暇は男性も取れると言ってい

ますが、男性が取る人はほとんどいませ

んよね｡なぜかというと､「12 か月育児休

暇があります。男でも女でもどちらでも

取っていいです」となっているからです｡

ノルウェーの場合は､12 か月ありますが､

10 か月以上は 1 人では取る事ができませ

ん｡そうなると､給料をもらえて 12 か月､

育児休暇を取った方が､子どものために

もよいので､男性も取るわけです｡それが

いわゆる､積極的改善措置と言われてい

るもので､男女共生や男女共同参画が進

むまでの 1 つの方法なのです。これは､

ずっと行われるものではなくて､それ以

前はノルウェーも男性が育児休暇は取り

ませんでした。しかし､男女が取れるよう

になり､それを定着させていくために積

極的改善措置をとりました。システムは

いろいろできているけれど､まだ考えな

ければいけないシステムがあります。考

えなければいけないシステムを作ってい

くためには､小さい時から枠組みを与え

られないような見方をしていかなければ

なりません。先生たちが､このような見方

を全部できないこともあるかもしれませ

ん。しかし､これらを見た上で､枠を与え

ているかどうかを考えていくといいので

はないかと思っています。 

「ジェンダー」というのが､すごくバッ

シングを受けていますが､「ジェンダー」

は「男らしく､女らしく」を無くそうとい

うのではありません。枠を与えないとい

うことです。「自分らしく」とあったのは､

個人が大事にされる社会ということだと

思っています。資料 8 にあるように､同じ

ことをやっていても男の子と女の子に対

する表現が違う。これが枠を与えている

ということです。親に質問をすると面白

いのですが､息子と娘が両方いる人と､息

子だけと娘だけでは､育て方が違うそう

です。両方いる方は､やっぱり昔ながらの

ジェンダーが出てきているようです。息

子だけや娘だけの方は､母親が男女共生

についてどう考えているかということが

影響してくるようです。学校でも同じこ

とをやっていても､男の子と女の子と違

う評価をしていないか。違う評価をする

と､枠組みを与えていることになるし、心



地よい人間関係は作れませんよね。よく

「先生､そんなに頑張っても、今の女子学

生はみんな結婚したいと言っています

よ」と言われます。本当でしょうか。よ

くよく聞くと､やはり男の人は､朝から晩

まで働かなければいけないとか､余裕の

ない働き方をさせられているとか､ある

いは女の人はどちらかというと､就職が

かなり厳しいですよね。そういう所も影

響しているようです。だから､表面的では

なく本当の意味で､男とか女という枠組

みを与えないで考えていくということを､

先生方にやっていただいて子どもにやっ

ていただきたいと思います。それこそ､

居心地のよい人間関係を作っていく基礎

ができるのではないでしょうか。 

高齢者の調査をしますと､たくましい

女の人が望まれているところもあるよう

です。女の人も男の人にばかり頼らず､

自分で生きていくことを考えてほしいと

いう高齢者もかなり出てきているようで

す。調査結果の見方で二つありまして、

全体として 80％だから多いと考えるのか､

20％だから少ないと考えるのか。前に調

査をしたときには 5％しかないけれど､今

になったら 10％になったから多いと考え

るかですよね。男女共生とか男女平等の

考えは、全体で考えていくのではなくて､

これまでこれしかなかったものが少し多

くなったから進んだと考えるべきではな

いでしょうか。それが､実は量ではなくて

質で考えていく考えからで､男女の関係

とか違うものを考えるときには､質的な

考え方が必要なのだと思います。 

居心地の良い人間関係というのは､人

から枠を与えられないで生きていくこと

で､その１つに男とか女の枠を与えない

ということですし､小さいときから､され

ていかなければならないのではないかと

いうことでお話させていただきましたあ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【質疑応答】 

質問：資料 1.②非言語的表現を使うとあ

りましたが､今日お話して頂いた

以外に非言語的表現の例がありま

したら教えて頂きたいと思います。 

先生：非言語的表現というと､普通は物と

かですが､直接ということでいく

としかる時に誉めることを入れる

とか､非言語といったら言葉なの

で少しおかしいですが､そういう

のがあると思います。もう 1 つあ

るのが､物とかの変わりに本を読

むとか､違う面から考えていくと

いうことも入るのではないか､ま

たしゃべる時の距離の取り方も出

てくるのではないかと思います。

よく､目線を同じにするというこ

とも非言語的表現なのではないで

しょうか。目を見て話すとか遠く

から話すとか､また､体を使ったり

物を使ったりそういうことも入る

のではないかと思います。 

 

質問：秋田県は「男女共生」というのを

ずっと使われていますが､青森県

では「男女共同参画」として取り 

組んでいます。違いみたいなもの

は明確にあるのでしょうか。 

先生：秋田県ではなくて､秋田市が使って

いるのですが､私はこのように考

えています。いつの時代も男と女

は共に生きてきた。その共に生き

てきた生き方が､違っているので

はないか。今の時代に､昔ながらの

生き方は合わないのだろうと思い 

ます。なぜ男女共同参画と言うか

というと､最初､女性の社会進出か

ら男女の共同参加になってきまし

た。共同参画とは､1 つの男女共生

をするための方法だと思っていま

す。だから､最初のころは､女性は

家という考えだったので､外に出

て行くという社会進出､出て行っ

たけれど何も変わらないので､男

と女で共同参画するということで

す。それでも､いろいろな審議会に

行っても女性はほとんどしゃべら

ない。男と女がいても結果が決ま

らないということで出てきたのが､

男も女も意思決定を同じようにし

なければいけないと言ったのだと

思います。ですから､男女共同参画

とは男女共生する１つの方法とし

て､出てきたものだと思います。秋

田市で男女共同参画に最初から参

加していますが､引き受けるにあ

たり「男と女の問題だけで片付け

る考えであれば､私はやりたくな

い」と条件を出しました。歳を取

っているから､若いからとか､障害

者であるとか､そうではないとか



ではなくて､基本的には市民共生

という考えを持たないと､男と女

の戦いだけになってしまいます。

ですから､共同参画というのはい

つの時代も男女共生してきたが､

その共生の仕方が合わなくなった

ために出てきた一つの方法である

と思います。これから先､男と女の

違う形が出てくるかもしれません。

現在少しずつ出てきていますよね。

コラボレーション、「協働」という

考え方です。社会は次から次へと

変わっていくけれど､いつの時代

も「共生の時代」であり､その一番

良い形を求めているのだと思いま

す。 

    自分は男だから女だからと言っ

ても､いくら性的に男性の機能､女

性の機能を持っていても「自分は

性的とは違う性なのだ」というこ

とがありますよね。なぜそのよう

になるのかまだ分かっていません

が､性転換をした人たちが言って

いるのは「妊娠中に脳に何かがあ

たって､体は男になったけれど､考

え方は女だ」というのです。そし

て生まれてきた時からだそうです。

昔は､いなかったのでしょうか。た

ぶん､性転換をする人はいなかっ

たと思います。もししていたら生

きていけなかったと思います。今

はそれだけ生きやすい社会になっ

たということでしょう。生きやす

い社会になったからそれだけ選べ

る。いろいろな生き方を選べるよ

うになったから､それだけ複雑に

なって人間関係も難しくなってく

るわけです。 

 

質問：先ほど積極的改善策として､ノルウ

ェーでの育児休暇をあげてくださ

いましたが、日本の中で改善策と

して知っている例はありますか。 

先生：ないと思います。秋田市ではある

男子職員に「絶対、育児休暇を取

りなさい」と言いました。いくら

育児休暇を男女とも取れると言っ

ても、誰もやる人がいないのは駄

目だから「取りなさい」と言って

いたのですが､最後は「お願いだか

ら取ってください」と言いました。

結局､その職員は 1 か月取りまし

た。しかし､その後「取りたいな」

とは言っても続かないのです。ノ

ルウェーのように強制的にやるの

なら別ですが､実際は運用できな

いということと､意識が違うから

です。やはり積極的措置といった

ら､ノルウェー方式的にやらなけ

ればいけないと思います。でも､

多分駄目でしょう。少子化の委員



会だったと思いますが、地域の人

たちの中でこのような意見があり

ました。同じ所に勤めていても､

上司が変わると､育児休暇に反対

の人がいる。３人めの子どもを産

むときに「そんなに子どもを産み

たいのなら､仕事を辞めろ」と言わ

れたそうです。前の上司には､「育

児休暇を取りなさい」と言われた。

ですから､まだ積極的措置までい

ってないのではないでしょうか。

生活するには､稼得役割と世話役

割がなければ送っていけません。

稼得役割とは､お金を稼ぐという

意味で長い間､男性である夫に課

せられてきた役割です。世話役割

とは､女性である妻に課せられて

きた役割です。男性は稼得役割が

主で､女性は子どもが生まれれば

世話役割を主に考えなければいけ

ないとなるわけです。つまり､男性

にとっては､稼得役割が主たる役

割で､世話役割が従の役割となり

ます。先ほどお話した秋田市の職

員が「育児休暇を取って良かった

ことは、僕は稼得役割も主の役割

だし､世話役割も主の役割だとい

うことがわかりました」と言って

いました。「なぜそのように言う

の」と聞いてみたら､「育児休暇を

とり､世話役割を一生懸命やらな

ければいけなくなり､共働きとは

主と従ではなくて、両方､主でやら

なければいけないからです」と言

われました。育児休暇を男性が取

るということを､積極的措置で八

戸市でもやった方がいいのではな

いかと思うのは､「主・主」という

考えができるかどうかです。これ

がないために､男女共生は進まな

いと思います。妻が世話役割をや

って､妻が大変な時だけ手伝うと

いう考えは駄目だと思います。両

方「主・主」でなければいけませ

ん。 

    積極的措置は､日本は無理だな

と思います。先日､男女共同参画社

会基本法の行動計画の中間年で､

秋田県が公聴会に選ばれ私も参加

してきました。どうも､解釈はでき

ていても具体的にどうやるかとい

うことが出てこないので､それぞ

れみんなが別々のことを考えるわ

けです。具体的なことをどう考え

るかという時期にきているけれど､

役所は具体的にと考えるとプライ

バシーの侵害で駄目のようです。

具体的にいけばいくほど､プライ

バシーの侵害になるじゃないです

か。ですから､なかなか進まないの

でないかと思います。せいぜいで

きる事は､啓発事業なのではない

かと思っています。積極的改善措

置ができるのは､もう少し啓発し

てからではないでしょうか。 


